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１．はじめに

舗装の理論的解析に基づく構造設計や構造評価をする場合，舗装各層の材料定数を設定する必要がある．

一般に，舗装各層の材料定数にはレジリエントモデュラス(以下， と呼ぶ)やポアソン比が用いられておMR

M ASTM D4123 ASTMり，アスファルト混合物の を算出する試験方法は に規定されている ．我が国でもR
１）

に準じた繰返し間接引張り試験の研究が行われており，混合物の配合，載荷時間，供試体寸法などが のMR

値に影響を及ぼすことが報告されている ．ただし，排水性混合物の に関する報告やバインダーの２ ，３ ，４） ） ） MR

種類が に及ぼす影響などについての報告例は少ない．MR

R R本文は，排水性混合物を含む各種アスファルト混合物の ，および載荷時間や改質アスファルトがM M

に及ぼす影響について検討した一例を報告する．なお，ポアソン比については信頼性が得られる値を算出す

ることができなかったため，本文中では省略した．

２．試験概要

表－１ 各種アスファルト混合物の配合と圧裂引張り強度２－１ 混合物の種類

試験を実施した 種類のアスフ5

ァルト混合物の配合と｢舗装試験法

便覧 3-7-6 圧裂試験方法｣に準じ

て実施した圧裂引張り強度を表－

１に示す．

２－２ 試験方法

表－２ 試験条件(１) 各種アスファルト混合物の 試験MR

各種アスファルト混合物の 試験は，｢舗装試験法MR

便覧別冊 3-3-1 T アスファルト混合物の 試験方MR

法｣に準じて実施した．試験条件を表－２に示す．

(２) 載荷時間を変化させた 試験MR

，表－１に示す密粒度( )と改質密粒度( )を用いて13 13

載荷時間を長くした条件で試験を実施した．載荷時間

と休止時間の組み合わせを表－３に示す．なお，ここ

では試験温度 ℃でも試験を実施した．60

表－３ 載荷･休止時間の組み合わせ３．試験結果

３－１ 各種アスファルト混合物の 試験MR

各種アスファルト混合物の 試験結果を図－１に示す．図かMR

ら，排水性( )の は，各試験温度とも他の混合物に比べ小さ13 MR

Rくなった また 試験温度が高くなるに従い改質密粒度( )の． ， 13 M

キーワード：繰返し間接引張り試験，レジリエントモデュラス，弾性係数，圧裂試験， アスファルト混合物
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載荷時間 休止時間 サイクル時間

(標準) 0.1s 0.9s 1.0s

0.2s 1.8s 2.0s

0.4s 2.6s 3.0s

長く 1.0s 4.0s 5.0s

As量 空隙率

(%) (%) 5℃ 25℃ 40℃ 60℃

 密粒度(13)  StAs 60/80 5.0  3.9  3.59 0.84 0.27 0.14

 粗粒度(20)  StAs 60/80 4.7  4.2  3.33 0.61 0.19 ─

 As安定処理  StAs 60/80 3.8  6.6  3.27 0.91 0.36 ─

 改質密粒度(13)  改質AsⅡ型 5.0  3.7  4.08 1.20 0.55 0.21

 排水性(13)  高粘度改質As 4.9  20.2 1.80 0.50 0.23 ─

使用ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ
圧裂引張り強度(MPa)

配　　合

項　　目

 供試体寸法

 供試体締固め方法

 試験温度

 荷重の波形

 サイクル数

 繰返し載荷荷重

静的荷重　       

 載荷周波数

※1 密粒度(13)と改質密粒度(13)の混合物で実施。

※2 累積垂直変位量が0.025mmを越える場合は20%とした。

 5　、25　、40℃ (60℃)※1

条    件  

 圧裂引張り強度の30% ※2

1.0Hz(載荷時間0.1s、休止時間0.9s)

 圧裂引張り強度の1%

ハーバーサイン波

 200回(予備載荷195回･本試験5回)

 φ101.8×厚さ63.5mm
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が他の混合物よりもやや大きくなった．

次に，各種アスファルト混合物の圧裂引張り強度と

の関係を図－２に示す．図から，各混合物とも圧MR

裂引張り強度が大きくなるに従って， は大きくなMR

る傾向を示した．また，圧裂引張り強度が同一の値で

13 M As比較した場合 排水性( )の は 密粒度 粗粒度， ， ， ，R

安定処理などの混合物に比べやや小さくなった．

３－２ 載荷時間を変化させた 試験MR

試験温度ごとの載荷時間と の関係を図－３に示MR

13 60 1.0sす．なお，密粒度( )の試験温度 ℃，載荷時間

は，予備載荷時に供試体が破壊したため試験を中止し

た．

， ，図から 各試験温度とも載荷時間が長くなるに従い

は小さくなる傾向を示した．また，試験温度 ℃M 5R

の は密粒度( )が改質密粒度( )よりやや大きなM 13 13R

値を示したが，試験温度が高くなるに従い改質密粒度

．( )の が密粒度( )より大きくなる傾向を示した13 M 13R

４．まとめ

(１) 排水性混合物の は今回取り上げた他の混合物MR

に比べ小さい．また，圧裂引張り強度から を推MR

定できる可能性がある．

(２) 各温度条件とも，載荷時間が長くなると， はMR

R小さくなる また 改質 型を用いた混合物の． ， AsII M

は，温度が高くなると， を用いた混合物よりもStAs

大きくなる．

以上の結果から，繰返し間接引張り試験で算出され

る は，混合物の種類や載荷時間のほかに，バインMR

ダーの種類にも影響されることが確認できた．なお，

今後は，ポアソン比について，信頼性の高い値を得る

ための手法などについて検討していく予定である．

最後に，本報告は鹿島道路㈱，世紀東急工業㈱，大

成ロテック㈱，前田道路㈱の４社で構成される 研MR

究会の成果の一部をまとめたものである．
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図－２ 圧裂引張り強度と の関係MR

図－３ 載荷時間と の関係MR

図－１ 各種混合物の 試験結果MR

0.1

1.0

10.0

100.0

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

載荷時間 (s)

M
R
 ×

1
,0

0
0 

(M
P

a
)

密粒度(13)

改質密粒度(13)

5℃

40℃

25℃

60℃

MR = 3.417 σt 0.931

R2 = 0.974

MR = 2.360 σt 0.939

R2 = 0.994

0.1

1.0

10.0

100.0

0 1 2 3 4

圧裂引張り強度 σt  (MPa)

M
R
 ×

1
,0

00
 (

M
P

a
)

密粒度(13)

粗粒度(20)

As安定処理
改質密粒度(13)

排水性(13)

排水性(13)を

除いた混合物

排水性(13)

0.1

1.0

10.0

100.0

5 25 40

試験温度(℃)

M
R
  

×
1,

00
0
 (

M
P

a)

密粒度(13)

粗粒度(20)
As安定処理

改質密粒度(13）
排水性(13)

土木学会第58回年次学術講演会（平成15年9月）

-1450-

V-726


